












 日本では大学がユニバーサル化 1) し、どのような目的・目標で学ぶのか定まらず、学習
意欲の低い学生が増えている 2)。講義では学生消費者主義 3) のもと、受動的に教育サービス


























































 本学での講義時間は 90 分間、休憩時間は 15 分間である。何時限目かにもよるが、教室
まで教材を教員が１人で運搬し、講義中に短時間で実施し、講義終了後に速やかに撤収でき
る必要がある。準備や片付けに長い時間を要する教材は不適である。 











No. 概念名 教材名 個数 説明 
1 地球の大きさ 
気象観測用風船 1 直径 130 cm の風船を地球に見立
て、地球の大きさを実感させる。 ドライヤー 1 
2 シャルルの法則 
ソーラーバルーン 1 長さ 3 m の風船で、暖かい空気















































6 電磁波 長いバネ 12 波長とエネルギーの関係を実験。 


































1 mol の風船 9 
1 mol の気体は標準状態で 22.4 L
であること、それがどれぐらいの
量（大きさ）であるか実感する。





は英語で mole、モグラも mole。 
空気入れ 1 
マグネシウム 1 mol 1 
タングステン 1 mol 1 
アルミニウム 1 mol 1 
銅 1 mol 1 














































18 結晶・複屈折 方解石 130 結晶を実感し、複屈折を知る。 
19 ボイルの法則 









イトで水滴を超撥水紙皿に滴下し 超撥水スプーン 9 
　　　56 ????
表２．学生実験（続き） 









21 直交ニコル 偏光板 60 直交ニコル状態を体感する。 





















25 化学発光 ルミカライト 200 酸化剤を発光液に混ぜ光らせる。 





1 コマ（90 分間）、8 週（最終評価試験を含む）で 1 単位の 1 年生向けの科目である。高等
学校での化学の履修を前提にせず、身近な題材を取り上げ、化学の基礎概念（本学卒業生（文
系・理系）が身に着けるべき化学リテラシー）を学習する。教科書は、日本化学会化学教育
協議会「グループ・化学の本 21」編、 “「化学」入門編 身近な現象・物質から学ぶ化学の
しくみ”、 化学同人 2007 年。 この講義での理科教材使用状況を表３に示す。 
 
表３．身近な化学Ⅰ・身近な化学Ⅱ 
科目名 回 実施した理科教材名 実施時間 受講生の人数 
身近な化学Ⅰ 
1 表１ No. 1「地球の大きさ」 5 分間 
2016 年度：37 名 
2017 年度：54 名 
2 表２ No. 1「温度・熱」 15 分間 
3 
表２ No. 24「周期表」 15 分間 
表２ No. 7「密度」 10 分間 
表２ No. 23「元素」 10 分間 
表２ No. 2「電磁誘導」 15 分間 
4 表２ No. 3「電気・電子」 10 分間 
5 表２ No. 5「自由電子」 5 分間 
6 
表２ No. 15「原子軌道」 10 分間 
表２ No. 9「有機分子」 15 分間 
表２ No. 10「磁性」 5 分間 
7 
表２ No. 11「モル」 10 分間 
表２ No. 8「分光・蛍光」 15 分間 
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表３．身近な化学Ⅰ・身近な化学Ⅱ（続き） 
科目名 回 実施した理科教材名 実施時間 受講生の人数 
身近な化学Ⅰ 
7 
表２ No. 6「電磁波」 5 分間  
表２ No. 4「エネルギー」 10 分間  
表２ No. 20「直交ニコル」 5 分間  
8 なし   
身近な化学Ⅱ 
1 
表２ No. 18「結晶・複屈折」 5 分間 
2016 年度：36 名 
2017 年度：57 名 
表２ No. 12「大気圧」 10 分間 
表２ No. 14「運動エネルギー」 10 分間 
表２ No. 17「熱伝導」 15 分間 
2 
表２ No. 19「ボイルの法則」 15 分間 
表１ No. 2「シャルルの法則」 5 分間 
表２ No. 20「表面張力」 10 分間 
3 表２ No. 22「化学反応」 5 分間 
4 表２ No. 16「酸・塩基」 10 分間 
5 なし  
6 
表２ No. 13「色・補色」 10 分間 
2016 年度：36 名 
2017 年度：57 名 
表２ No. 25「化学発光」 5 分間 
7 なし  
8 なし  
 
３－２ 現代人の科学 D（コンピュータで理解する周期表の世界） 
 教育学部を除く全学部（理学部、工学部、総合情報学部、生物地球学部、経営学部）対象、






回 実施した理科教材名 実施時間 受講生の人数 
1 なし  
2016 年度：14 名 
2017 年度：36 名 
2 
表１ No. 1「地球の大きさ」 5 分間 
表２ No. 24「周期表」 5 分間 
表２ No. 11「モル」 5 分間 
3 
表２ No. 3「電気・電子」 5 分間 
表２ No. 5「自由電子」 5 分間 
4 表２ No. 15「原子軌道」 5 分間 
5 表２ No. 9「有機分子」 10 分間 
6 
表２ No. 6「電磁波」 5 分間 
表２ No. 8「分光・蛍光」 5 分間 
表２ No. 13「色・補色」 5 分間 
表２ No. 25「化学発光」 5 分間 
7 表２ No. 10「磁性」 5 分間 





 2016 年度は理学部動物学科対象、2017 年度は生物地球学部生物地球学科対象、2016 年
度は週 1 コマ（90 分間）、16 週（最終評価試験を含む）、2017 年度は週 2 コマ（90 分間）、
8 週（最終評価試験を含む）で 2 単位の 1 年生向けの科目である。高等学校での化学の履修
を前提にしており、高等学校の学修内容よりやや高度な化学の基本的な事項を学習する。教




科目名 回 実施した理科教材名 実施時間 受講生の人数 
化学基礎論Ⅰ 
1 表１ No. 1「地球の大きさ」 5 分間 
2016 年度：32 名 
2017 年度：131 名 
2 表２ No. 23「元素」 5 分間 
3 表２ No. 3「電気・電子」 5 分間 
4 表２ No. 15「原子軌道」 5 分間 
5 なし  
6 表２ No. 24「周期表」 5 分間 
7 表２ No. 5「自由電子」 5 分間 
8 なし  
9 表２ No. 9「有機分子」 10 分間 
10 表２ No. 11「モル」 5 分間 
11 表２ No. 22「化学反応」 5 分間 
12 表２ No. 4「エネルギー」 10 分間 
13 なし  
14 なし  
15 なし  
16 なし  
化学基礎論Ⅱ 
1 表２ No. 1「温度・熱」 5 分間 
2016 年度：27 名 
2017 年度：114 名 
2 表２ No. 26「エントロピー」 5 分間 
3 
表２ No. 19「ボイルの法則」 5 分間 
表１ No. 2「シャルルの法則」 5 分間 
4 表２ No. 11「モル」 5 分間 
5 なし  
6 なし  
7 なし  
8 なし  
9 表２ No. 18「結晶・複屈折」 5 分間 
10 なし  
11 表２ No. 16「酸・塩基」 10 分間 
12 なし  
13 表２ No. 8「分光・蛍光」 10 分間 
14 
表２ No. 6「電磁波」 10 分間 
表２ No. 21「直交ニコル」 5 分間 
表２ No. 25「化学発光」 5 分間 
15 
表２ No. 10「磁性」 10 分間 
表２ No. 2「電磁誘導」 10 分間 




４－１ 地球の大きさ 7) 
 直径 130 cm の地球では、一番高い山であるエベレストでもその高さは 0.9 mm、国際宇
宙ステーションは高さ 4 cm を飛行している。大きすぎて把握できない地球の大きさを 1000
万分の 1 の地球模型によって実感できる。子供の身長である 1 m を 10 倍、10 倍していく



















































































































































































 6.02 × 1023 個（アボガドロ定数）だけ粒子（原子、イオン、分子など）が集まった量（物
質量）である 1 mol が、自分でその物質を持ってみてどれぐらいの量であるかを体験する。
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マグネシウム 1 mol とタングステン 1 mol では、原子の数は同じなのに、その重さはかな





◇様々な物質の 1 mol の重さを体感できて良かった。<化学基礎論Ⅰ・2017> 
◇アボガドロ定数について理解が深まった。<化学基礎論Ⅰ・2017> 





























 ガウス加速器 12) の実験を行う。プラスチックレールの先端にタッパーが取り付けてある。
レールのタッパーとは反対側に、鉄球２個、ネオジム磁石球１個をくっつけて並べる。ネオ












































































































































 今回、整備した理科教材を使用した 10 の講義（いずれも筆者が担当）、身近な化学Ⅰ（2016
年度、2017 年度）、身近な化学Ⅱ（2016 年度、2017 年度）、現代人の科学 D（2016 年度、 


















して、感じられた：5 点、少し感じられた：4 点、どちらとも言えない：3 点、あまり感じ
られなかった：2 点、感じられなかった：1 点とし、平均をとった（表６）。 
 
表６．授業に対する教員の意欲が感じられましたか 
講義名 平均点 講義名 平均点 
身近な化学Ⅰ(2016) 4.92 (n = 37) 現代人の科学 D (2017) 4.55 (n = 22) 
身近な化学Ⅱ(2016) 4.71 (n = 34) 化学基礎論Ⅰ(2016) 4.68 (n = 28) 
身近な化学Ⅰ(2017) 4.93 (n = 45) 化学基礎論Ⅱ(2016) 4.87 (n = 23) 
身近な化学Ⅱ(2017) 4.93 (n = 46) 化学基礎論Ⅰ(2017) 4.73 (n = 105) 







5 点、ほぼ満足：4 点、普通：3 点、やや不満：2 点、不満：1 点とし平均をとった（表７）。 
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表７．総合的に判断して、この授業に満足しましたか 
講義名 平均点 講義名 平均点 
身近な化学Ⅰ(2016) 4.59 (n = 37) 現代人の科学 D (2017) 4.36 (n = 22) 
身近な化学Ⅱ(2016) 4.44 (n = 34) 化学基礎論Ⅰ(2016) 4.07 (n = 29) 
身近な化学Ⅰ(2017) 4.80 (n = 46) 化学基礎論Ⅱ(2016) 4.39 (n = 23) 
身近な化学Ⅱ(2017) 4.70 (n = 46) 化学基礎論Ⅰ(2017) 4.32 (n = 107) 



















 今回、理科実験教材を使用した 10 の講義科目の成績分布を表８に示す（100 点満点、S: 
90 点以上、A: 80～89 点、B: 70～79 点、C: 60～69 点、D: 59 点以下）。 
 
表８．理科実験教材を使用した科目における成績（E 評価（受講・受験せず）は除外した） 
科目名 S A B C D 平均点 
身近な化学Ⅰ(2016 年) 4 人 8 人 17 人 7 人 1 人 75.0 
身近な化学Ⅱ(2016 年) 9 人 7 人 12 人 7 人 2 人 76.9 
身近な化学Ⅰ(2017 年) 17 人 23 人 8 人 5 人 1 人 83.6 
身近な化学Ⅱ(2017 年) 17 人 13 人 13 人 11 人 0 人 79.3 
現代人の科学 D (2016 年) 4 人 4 人 2 人 1 人 0 人 82.5 
現代人の科学 D (2017 年) 9 人 12 人 6 人 2 人 1 人 82.8 
化学基礎論Ⅰ(2016 年) 3 人 7 人 6 人 10 人 6 人 69.0 
化学基礎論Ⅱ(2016 年) 4 人 6 人 10 人 7 人 0 人 76.5 
化学基礎論Ⅰ(2017 年) 8 人 22 人 34 人 36 人 26 人 67.8 

























た「身近な化学Ⅰ(2017 年)」および「身近な化学Ⅱ(2017 年)」では、身近な化学Ⅰ: 96 %  
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